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市市市市場場場場秩秩秩秩序序序序論論論論序序序序説説説説：：：：歴歴歴歴史史史史学学学学とととと経経経経済済済済学学学学
原　洋之介

　以下の手順で、市場の関係論的秩序の問題を、正統派経済学の批判的検討を通して考察

していきたい。

１．資本主義と市場経済
１）ブローデルの問題提起

・15 世紀から 18 世紀にかけて起こりつつあった経済機構は、自分に名前が欲しいと泣

きさけんでいた。仕組を仔細に吟味してみるとき、それは通常の市場経済という言葉

の枠組の中に押しこめることがほとんど馬鹿げていることがわかる。ひとつの言葉が

直ちに頭に浮かんでくる──資本主義という言葉が [Afterthoughts on Material

Civilization and Capitalism]。

・明瞭で透明でさえある現実にもとづいて、経済学を構成する言説が創造された。こう

して経済学は、早くも出発点において、ほかのもろもろの光景を排除しつつ、特に恵

まれた光景のなかに閉じこもった[『物質文明・経済・資本主義』]。

２）何故、資本主義を論じるのか

・古典派以降の特に新古典派の経済学は、均衡論それも市場均衡論だけを対象としてき

た。正統的経済学は、静的な安定にむかう経済交換・取引の仕組みだけを対象として

きた。もう少し強くいうと、それだけに課題を限定してしまった [To be taken seriously

within the economists’ guild, every idea should be　modeled mathematically] 。

・経済とは、基本的に動くもの、不均衡なものである。経済を動かす力、ないし不均衡

を生み出す力に名前をつける、資本主義という名前を。

・経済過程とは、一方で不均衡が常に作り出され、他方でその変化を終息させる力も作

用している複雑なプロセスである。

・新古典派では、資本主義はアダム・スミスの市場のかげに隠れており、マルクス学派

では市場が資本主義のかげに隠れている。

３）貨幣論

・貨幣とは、「社会という身体の血液」である。その機能は、対立する要素を含んでい

る。

・単純交換：異なった使用価値財の交換が目的で、貨幣はあくまで交換の手段ないし計

算単位としてしか位置づけられていない。

・資本主義的交換：資本蓄積が目的での交換。利潤・富を蓄積する形態としての貨幣が
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前提とならざるをえない。価値貯蔵手段としての貨幣。

・古典派・新古典派の経済学は、支払・交換手段としての貨幣に注目し、セイの法則を

前提とする。これに対して、マルクス、ケインズの経済学は、価値貯蔵手段としての

貨幣に注目し、セイの法則を否定する。

補．アジア経済危機の後で

・資本主義の寄生性、投機性、不安定性

・経済的諸関係を組織化するものとしての貨幣

・貨幣のヒエラルキー：グローバル貨幣とローカル貨幣

２．市場秩序論
１）市場・市場経済の定義

・市場：貨幣を媒体として、モノの売り買いの相対交渉・取引がおこなわれる仕組ない

し場

・市場経済：社会の大部分の経済活動が市場を通しておこなわれる経済システム：需要

と供給のマス化、交換される財の再生産、そしていくつもの市場の間でおこなわれる

ある種の交渉

２）商人論

・市場は、神の「見えざる手」として存在するものではない。「商品の番人」たる商人

が、自らが利得をあげようとする「資本主義的」活動のなかで、作りあげられてくる

ものである。

・市場・市場経済の発達の経路は、決して一義的ではない。それは、歴史に依存した軌

道をたどる。

・ブローデルによる公的市場と私的市場という区分・類型

３）「ひとつの恵まれた光景」としての自律的市場という虚構

・「需要と供給の対立の結果として価格が調整される仕組み」というアダム・スミス以

来の市場観

受動的合理性だけの経済主体

孤立系：Rational Fools

４）社会関係と個人：非協力ゲーム論の可能性

・個人間の外部依存関係、意思決定の相互依存性

・複数のナッシュ均衡の束から、あるひとつのタイプの均衡がえらばれる要因：history,
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expectation, belief

５）市場秩序の類型：Avner Greif の Historical Institutional Analysis

・秩序維持の２つの原理：個人的懲罪戦略対多角的懲罪戦略

・市場取引の２つの類型：匿名性と有名性

・市場秩序の文化信念依存性
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